「バリアフリーのための心理学」　2006年度後期（担当：望月）
予想問題

1.　以下の図を使用して、「バリアフリー」の作業とは何を行うことかについて、説明してください。なお、その際に「行動の成立」という用語を用いること。（800字程度）
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2.　場所や人物名の文字入力が困難な個人を対象に、携帯電話の静止画送信機能（写メール）を用いて、居場所と同行する人物を報告してもらうためには、具体的にどのようにすればよいか方法を書いてください（800字以上）
3.　「物には複数の“名称”がある」ということを教えるにはどういう方法をとることができるか。具体的には、食品を食べたり見せられたりしたとき、その「名称」を問われたとき、「味名」を問われているのか、「物品名」を問われているのか区別して答えられるようにするには、どのような手続きを用いて教授すればよいか？　（800字以上）
4.　携帯電話の「テレビ電話機能」を用いて、複数の非音声モードによるトータルコミュニケーションマシンとして用いる方法について述べてください。（長さ自由）
